






要約:卵アレルギーによるアトピー性皮膚炎児の治療の主眼を皮膚症状の改善と Quality 

of Life の向上におき,必要最小限度のアレルゲン除去食と必要に応じた薬物治療を行い,

アレルゲン除去食の開始の時期によりその後のアレルギー・マーチの進展に差異が生じる

かどうかを検討した。その結果,早期のアレルゲン除去食の開始は,新たな食物アレルギー

の成立,ダニアレルギーの成立,総 IgE 値の上昇の予防に有用であり,しかも薬物治療の必

要性も少なくなることが明らかとなった。 


